
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

この城上・吉川の地で育つ子供たちは，豊かな自然や穏やかな環境の中，保護者や地域の皆様

の背中を見て，教えを請い，心情豊かに成長していることを改めて実感します。ふるさとに誇り

を持ち，地域の歴史や伝統を継承していくことの大切さを肌で感じ取っているようです。 

 

１学期のことです。 

学校の正門が老朽化し，毎日の開閉に危険性を感じたため教育委員会に相談したところ，移転

予定の川内文化ホールの門を本校に移設してくださることになりました。担任が子供たちにその

ことを話すと，入学の日からくぐってきた正門が，卒業を前に変わってしまうことについての寂

しさを，６年生が感慨深くつぶやいていたそうです。学校・施設への愛着を感じられるエピソー

ドの一つです。 

 

また，２学期始業式では，林里奈さん（６年生）が，８月７日（日），３年ぶりに奉納された城

上町太鼓踊りに参加した感想を次のように発表してくれました。地域への深い愛情を感じます。 

「（夏休み）一番の思い出は，城上太鼓踊りです。覚えるのが大変で，かねも重かったです。 

毎日の練習が楽しくて，覚えることができました。本番はたくさんの方が見に来られていて，

城上の伝統の大切さを感じました，暑くてきつかったけれど，その気持ちをもって最後まで 

やりきることができました。」（里奈さんの発表原稿より原文掲載） 

 

１０月２日（日），第７６回秋季大運動会を開催します。これまで運動会で披露してきた鼓笛隊

は今年度が最後の活動となります。今年度も新型コロナウイル感染症対策から，大々的に皆様方

に御案内することはできませんが，保護者の皆様を中心に少しでも多くの方々にご覧いただき，

有終の美を飾ることができたらと思います。 

 

「不易と流行」はよく使う言葉ですが，繋ぐべきことは繋ぎ，変わるべきところは変え，これ

からも持続可能な時代に合った「地域と共にある学校」，「地域・社会に開かれた学校」づくりを

目指してまいります。 

いよいよ長い２学期が始まりました。保護者・地域の皆様におかれましては本校教育活動への

より一層の御理解・御協力のほど宜しくお願いいたします。 

 
 

「地域に抱かれ，思いを育む子供たち」   校長 佐藤 義明 

城上小学校だより 
令和４年９月22日（木）発行 
ＴＥＬ 0996-30-0593 

「山と川と人とつながるたくましい子供」 



 

 枦あかりさん（１年）と林里奈さん
（６年）が，夏休みの思い出と２学期の
目標を発表しました。 
 特に，あかりさんは，運動会の綱引き
を頑張りたいこと，理奈さんは学習面
の充実を図りたいことを伝えました。 
 始業式からスムーズな滑り出しで，
子供たちは元気いっぱいに過ごしてい
ます。 

 

 

 

 

10月の主な行事 

２（日）第７６回秋季大運動会（午前開催）  １０（月）スポーツの日 
３（月）振替休日              １２（水）命を大切にする心を育む日 
４（火）教育相談（Ｃ校時）         １４（金）社会科見学（４年） 
※ 4(火),7(金),13(木),14(金),18(火),19(水)  ２１（金）社会科見学（３年） 
５（水）身体計測 視力検査         ２６（水）市教育委員会学校訪問 
６（木）プレ公開（５，６年）        ２７（木）市陸上委記録会（５、６年） 
８（土）稲刈り・稲干し 

     薩摩川内元気塾         ２７（水）甑アイランドウォッチング（４年） 
９（土）稲刈り，稲干し 

10月の目標 

【生活】よく考えて行動しよう 
【保健】目を大切にしよう 姿勢を正しくしよう 

 １０月２日（日）の運動会に向けて，子供たちは競

技，応援，ダンス，鼓笛等の練習を頑張っています。 

 今年で最後の鼓笛は，伝統の「宇宙戦艦ヤマト」と

「残響散歌」を演奏します。 

子供たちは日々，精一杯取り組んでいます。 

南日本書道展 
【推薦】  林  里奈さん （６年） 

県児童生徒作文コンクール 
【市特選】 猿渡 仁愛さん（２年） 

地域が育む「かごしまの教育」 
県民週間表彰（ポスター原画） 

【入選】  林  泰輝さん （１年） 

 ＰＴＡ副会長の内村さんが，本校舎前の枯れ
た松の木を撤去してくださいました。 
 心より感謝申し上げます。 

 ９月５日（月）～９日（金）の５日間，鹿児島
純心女子大学の戸島桃花さん（H27年度卒）が，
教師になりたいという思いを膨らませるため
に，母校で実習をしました。 
 授業，児童との関わり，教師の仕事について
学びを深めました。 


